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問　
八
木
議
員

　

今
後
、
検
討
委
員
会
等
を
立
ち
上
げ

て
検
討
し
て
行
く
。
と
言
う
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

今
後
の
業
務
フ
ォ
ロ
ー
等
は
。

答　
町
長

　

令
和
５
年
10
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
た
。
令
和
６
年
２
月
に
管
内

の
住
職
や
葬
儀
社
か
ら
も
意
見
を
伺
っ

た
。
今
年
度
は
、
合
葬
墓
検
討
委
員
会

設
置
要
綱
の
制
定
と
委
員
の
選
考
、
検

討
会
議
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
立
案
を
進
め

る
予
定
で
、
令
和
７
年
度
に
合
葬
墓
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
や
住
職
、
葬
儀
社
の
意
見
を
参
考
に

議
論
を
深
め
、
検
討
委
員
会
と
し
て
の

提
言
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

深
浦
駅
舎
利
活
用
等

駅
舎
は
ど
う
な
る

駅
前
の
利
活
用
再
検
討
は

『
調
査
・
検
討
を
進
め
る

利
活
用
の
考
え
は
な
い
』

問　
八
木
議
員

①
Ｊ
Ｒ
東
日
本
秋
田
支
社
と
の
協
議
で
、

今
後
、
駅
舎
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
。

②
駅
前
の
町
有
地
の
利
活
用
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
は
な
い
、
と
言
う
こ
と
だ

が
、
再
検
討
出
来
な
い
か
。

答　
町
長

①
Ｊ
Ｒ
で
は
、
今
年
度
中
に
駅
舎
の
外

観
の
改
修
を
予
定
し
て
い
る
。 

ま

た
、
町
が
駅
舎
を
利
活
用
す
る
に

は
、
そ
の
使
用
面
積
に
応
じ
て
賃
貸

借
契
約
の
締
結
が
前
提
で
、
か
つ
、 

そ
の
部
分
の
改
修
費
用
等
、
全
て
町

が
担
う
必
要
が
あ
る
。 

町
と
し
て

は
、
駅
舎
の
利
活
用
が
観
光
や
公
共

交
通
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
振
興

等
に
資
す
る
と
し
た
場
合
、
具
体
的

な
調
査
・
検
討
を
進
め
た
い
。

②
駅
前
町
有
地
は
、
３
月
定
例
会
の
答

弁
と
同
様
で
、
今
の
と
こ
ろ
利
活
用

の
考
え
は
な
い
。

Ｕ
タ
ー
ン
就
職
応
援
支
援
制
度

移
住
支
援
金
制
度
は

漁
業
者
へ
の
支
援
は

『
支
給
す
る
。
条
件
は
様
々

各
漁
協
と
協
議
し
検
討
』

問　
八
木
議
員

①
東
京
圏
か
ら
１
世
帯
（
夫
婦
・
子
供

２
人
、
18
歳
未
満
）
が
移
住
・
就
業

し
た
場
合
の
支
援
金
は
い
く
ら
に
な

る
の
か
。

②
漁
業
者
へ
の
支
援
が
無
い
よ
う
だ
が
、

な
ぜ
な
の
か
。
検
討
の
余
地
は
無
い

の
か
。

わが町のここが聞きたい
答　
町
長

①
当
町
の
移
住
支
援
金
制
度
は
、
東
京

23
区
に
在
住
ま
た
は
通
勤
さ
れ
て
い

た
方
が
、
深
浦
町
に
移
住
し
青
森
県

内
の
中
小
企
業
等
の
対
象
求
人
に
応

募
・
就
業
し
た
方
や
、
青
森
県
起
業

支
援
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
方
等

に
対
し
、
県
と
町
が
共
同
し
て
移
住

支
援
金
を
支
給
す
る
。
支
援
を
受
け

る
た
め
の
条
件
は
様
々
あ
り
、
世
帯

で
の
移
住
が
１
０
０
万
円
、
単
身
で

の
移
住
が
60
万
円
を
基
本
と
し
、
18

歳
未
満
の
世
帯
員
を
帯
同
し
て
移
住

す
る
場
合
は
、
１
人
に
つ
き
１
０
０

万
円
を
加
算
す
る
。

　

１
世
帯
（
夫
婦
・
子
供
２
人
、
１
８

歳
未
満
）
の
ケ
ー
ス
で
支
給
条
件
に

該
当
し
た
場
合
は
、
合
計
３
０
０
万

円
の
移
住
支
援
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

②
漁
業
へ
の
就
業
は
、
「
親
元
就
業
」

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
ま
た
、
そ

の
就
業
の
際
に
は
大
き
な
資
金
を
必

要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
漁
業
振
興
策
は
「
漁
港
」
や

「
荷
捌
き
所
」
な
ど
の
基
盤
整
備
が

メ
イ
ン
と
な
っ
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
情
に
即
し
た
支

援
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
、
各
漁
協

と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た

い
。

町
高
等
教
育
修
学
支
援
金

１
０
０
万
円
以
上
の
未
納
は

返
済
不
要
の
給
付
型
は

『
令
和
５
年
度
末
４
名

給
付
型
は
想
定
し
て
い
な
い
』

問　
八
木
議
員

①
本
条
例
は
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
し
て
い
る
が
、
貸
与
を
受
け
た

が
、
１
０
０
万
円
以
上
の
未
納
が
あ

る
件
数
は
。

②
債
権
を
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
件
数

は
。

③
１
０
０
万
円
以
上
の
未
納
に
つ
い
て
、

今
後
の
回
収
方
策
は
。

④
昨
今
、
一
定
の
条
件
の
も
と
奨
学
金

は
、
貸
与
型
か
ら
返
済
不
要
の
給
付

型
へ
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
町
と
し
て

も
、
子
育
て
支
援
や
財
源
等
総
合
的

な
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
町
長

①
令
和
５
年
度
末
で
４
名
。

②
町
側
か
ら
の
債
権
放
棄
や
免
除
な
ど

は
、
現
時
点
で
は
見
込
ま
れ
て
い
な

い
。 

③
他
の
滞
納
者
と
同
様
に
償
還
計
画
に

関
す
る
合
意
を
得
て
い
る
の
で
、
最

長
で
令
和
30
年
ま
で
計
画
的
な
償
還

を
促
し
、
滞
納
額
の
整
理
と
、
滞
納

者
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。 

④
給
付
型
を
導
入
し
よ
う
と
し
た
場
合
、

貸
付
条
件
や
採
択
基
準
の
設
定
、
小

規
模
自
治
体
な
ら
で
は
の
個
人
情
報

管
理
、
平
等
性
の
確
保
等
が
課
題
と

な
る
。
将
来
的
に
は
、
今
後
の
子
育

て
支
援
充
実
の
取
組
と
国
又
は
他
自

治
体
の
動
向
を
踏
ま
え
て
給
付
型
導

入
に
向
け
た
情
報
収
集
を
行
っ
て
い

く
が
、
現
段
階
で
は
、
給
付
型
の
奨

学
金
導
入
に
つ
い
て
、
想
定
し
て
い

な
い
。

コ
ン
ビ
ニ
誘
致

現
在
の
状
況
と

今
後
の
見
通
し
は

『
経
営
状
況
は
順
調

岩
崎
へ
の
整
備
も
協
議
し
て
る
』

問　
八
木
議
員

　

旧
深
浦
医
院
跡
地
に
念
願
の
コ
ン
ビ

ニ
が
整
備
さ
れ
て
か
ら
、
大
分
年
数
が

経
過
し
て
い
る
が
、
現
在
の
状
況
と
今

後
の
見
通
し
は
。

答　
町
長

　

予
想
を
上
回
る
売
り
上
げ

で
、
経
営
状
況
も
順
調
と
営

業
本
部
が
話
し
て
い
る
。
ま

た
、
岩
崎
地
区
に
も
整
備
で

き
な
い
か
と
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
側
に
申
し
入
れ
を
し

て
い
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
の
営
業
本
部
の
方
々
と
も
、

ど
の
よ
う
な
形
態
・
運
営
方

法
で
あ
れ
ば
、
岩
崎
地
区
に

コ
ン
ビ
ニ
を
整
備
で
き
る
の

か
、
定
期
的
に
協
議
を
行
っ

て
い
る
。

わが町のここが聞きたい

どこまで進んだか
　今後の業務フォロー等は

合葬墓整備

問
今年度、要綱制定と委員選考

来年度、議論を深める
答

質問者の動画が
視聴できます。

八木　史 議員
や ふみとぎ

深浦駅周辺のにぎわ
いを再び取り戻せな
いか

つぶやきつぶやき


